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日立忘諾特許

火力発電プラント自動制御方式

火力発電などの大規模プラントの制

御は,最近ではマスタコントローラと,

その下位に位置づけられる複数のサブ

ループコントローラとで構成される制

御システムによって行なわれることが

多い｡そして,各サブループコントロ

ーラの機能分担は,制御対象を中心と

して定めている｡例えば,主蒸気i温度

制御はマスタコントローラが分担し,

制御操作量である燃料弁とスプレー弁

は温度サブループコントローラの制御

範囲となる｡それなのに,燃料弁は燃

料プロセスに属し,スプレー弁は水蒸

気プロセスに属するため,i且度サブルー

プコントローラの故障が二つのプロセス

系統に影響を与えるという問題がある｡

日立製作所では,従来の制御対象ご

とにコントローラを分散配置して制御

する方式から,匡=に示すようにプラ

ントの系統プロセスに対応した系統,

機器単位にコントローラの機能分担を

行なう方式とした｡つまり,負荷指令

に対応してボイラ入力指令を作成する

マスタコントローラ,プラントの水蒸

気,燃焼,燃料,通風の四つのプロセ

ス系統に対応した系統サブループコン

トローラ,各系統に対応する機器コン
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図l プラント自動制御方式

トローラをもって各々のプロセス系統

を独立に制御する方式とした｡

l.年寺長･効果

プラントの系統機器単位に最も相互

の関連が少なく,独立性の高い制御方

空
気
ガ
ス
流
量
制
御

法が実現できる｡

2.提供技術

各腔気･
ガスオークション

同

P＋l

F
O
F
制
御

P＋l

負荷配分

G
R
F
制
御

■ 関連特許の実施許諾

●特開昭6卜29901号

｢火力発電プラントの制御装置+

シーケンス表示装置

シーケンス制御装置は,プラントか

らの各種状態を入力し,所定のシーケ

ンスに従ってプラントを制御するもの

であるが,最近ではキーボードからの

入力に応じて自由にシーケンスを構築

できるとともに,シーケンスをCRT上

に表示するようにされたシーケンス表

示装i萱をもつタイ70のもグ)が広く壬采用
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図l シーケンス表示装置

されている｡従来のものは,シーケン

スをCRT上にラグーンンボルで表ホす

るものであったが,制御の自動化が進

むにつれ,アンド,オア,タイマ,フ

リップフロップなどのロジックシンボ

ルで表示するものが強く要求されてき

六二｡

日立製作所では,ロジックシンボル

表示のシーケンス表示装置(図=)とす

るために,K･Bd(キーボード)から直

接ロジックの種別を表わす信号,人力

と出力名とを表わす点番号名,必要に

応じて各種定数とを一組みとして入力

する方式をj采用した｡これら一組みの

入力から,これに対応するシーケンス

のプログラムが自動的に作成される｡

また,図2に示すようにCRT上にはロ

ジック種別に応じたキャラクターが,

入力点番名で定まる位置に自動配置さ

れる｡

l.特長･効果

(1)会話形式でプログラムが作成でき

る｡

(2)ロジックシンボルの表示位置が適

Y6

--･--X
6 7 8 9 】01】】2

十1-1十
5く吉78｡1｡1｢､ち×DOl

X仁和2

ト.⊥士

T‾
M榊2

ウ6

1｡1丁●-ち

図2 cRT表示

切に自動配置できる｡

2.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特開昭5了-5112号

｢シーケンス表示装置+他】0件

87



524 日立評論 VOL.68 No.6(1986-6)

日工忘讃特許

二重系システム

火力発電所などに用いられる計算機

制御システムでは,制御性向上のため

にハイアラーキ構成とし,高度の制御

処理を上位計算機により,各プロセス

の直接の制御を複数の下位計算機によ

り実施することが広く行なわれている｡

その際,上位計算機は信頼度向上のた

めに二重系とされるが,このようなシ

ステムでは,制御システムの異常とそ

の箇所を的確に検出し,速やかに切替

え,停止などの処理を行なえることが

重要である｡

騙
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号

詣
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自己診断

相互診断

切替判定回路

異常検出

上位計算機

日立製作所では,図1に示すように

二組みの上位計算機と,複数の下位計

算機の間を信号伝送線で接続し,いわ

ゆるハイアラーキシステムを構成する｡

二組みの上位計算機は常時作動状態と

されるが,一方だけが下位計算機との

間で信号伝送を行ない,他方は待機状

態とされる｡

このようなシステムとすることによ

って,

(1)待機系上位計算機が主系上位計算

機と同一の信号を受信し,同一一の演算
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を行なっているため,待機系では主系

の信号異常を高精度で発見できる｡

(2)下位計算機が上位計算機の信号を

受信し,診断する機能をもっている｡

(3)主系の上位計算機は,自己診断機

能をもっている｡

という三組みの異常検出信号が得られ

る｡

これら三組.みの診断を組み合わせて

ワイヤードロジックの多数決論理判断

処理回路によって,主系の故障診断を

迅速かつ正確に行ない,主系から待機

系への切替えを行なう｡

l.特長･効果

主系,待機系,下位系の少なくとも

3台の計算機の故障診断結果に基づく

切替えを行なっているので,上位シス

テムを三重化したと同等の精度の高い

切替えを行なうことができる｡

2.提僕技術

■ 関連特許の実施許諾

●特開昭56-7154号

｢二重系システム+

二重系ハイアラーキシステム

火力発電所などに使用される計算機

制御システムでは,高信栢度であるこ

とが重要視される｡特に,各マイナー

ループの制御ではなく,中央給電指令

所からの負荷要求指令を達成すノヾく,
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各ループに適切な制御指令を与える上

位計算機の信頼度向上が不可欠である｡

日立製作所では,各ループに対する

制御指令を与える上位計算機を二重系

とし,この下位に各マイナールーフ0の

利子卸を行なう複数の下位計算機を配置

して,二重系ハイアラーキシステムと

した(図1)｡よF′)具体的には,上位計

算機と複数の下位計算機との間を伝送

伝送信号受信

自己アドレスか?
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終

図2 上位計算機の処理

線で接続し,伝送線による計算機間の

信号伝送制御を行なう伝送制御装置を

設ける｡二重系上位計算機に対しては,

常時同一入力信一号を与えて同一ラ寅算を

行なわせ,外部からi塞択した一方の上

位計算機の出力だけを,伝送線を介し

て下位計算機に与え,これらの問での

信号伝送を行なわせる｡上位計算機は

同一アドレスであり,受信信号が送信

指令であるとき7ごけ自己がマスタモ山

ドであることを条件に送信処理を行な

う(図2)｡

l.特長･効果

二重系計算機の演算内容が常に等し

いために,バンプレス切替が簡単な機

構で行なえ,安価で信頼性が高い｡

2.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特許第1235044号

(特公昭58-32424号)

｢二重系ハイアラーキシステム+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております=.またノウハウについても二欄談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせくだきい｡

お問い合わせ先は･･･株式合札日立製イE祈 〒100東京都千代田区丸の内一丁員5酎号(新丸ビル)電話(03)214-3114(直通)特許部特許営業グルーフ
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火力発電所管理用計算機システム

火力発電所では,従来のユニット計

算機による運転管理に加え,発電所全

体を対象とした総合運転管理や各設備

の長期運転履歴管理のニーズが高まっ

ている｡

これらのニーズにこたえるために,

オンライン処理,高速･大容量データ

処理に適したプロセス計算機と,マン

マシン処理に適した多機能端末を使用

した火力発電所管ヨ璽用計算機システム

(図1)を開発した｡

主な特長

(1)システムの中核となる計算機本体

は,連続運転を基本とする70ロセス計

算機を使用し,オンライン,リアルタ

イムでの情報管理を可能としている｡

また大容量ディスク装置を採用し,

発電所各設備の大量の運転履歴データ

の長期保存を可能とするとともに,情

報ファイル管理ソフトウエアには,リ

アルタイム処理用リレーショナルテ√-

タベースシステムを採用し,情報ファ

イルへのデータ収録,検索の高速処理

大容量ディスク装置 計算模本体
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注:略語説明 Pl/0(プロセス入出力装置)

図l 管理用計算機システムのブロック図

を実現した｡

(2)端末装置との接続には,拡張性,

保守性に優れた二重化ループ方式の

Ⅰ/0(入出力)ループを採用L,発電所各

所への分散設置を可能とした｡なおサ

ービスビルなどに設置する端末装置と

の接続には,長距離伝送が可能で,耐
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ノイズ性に優れた光Ⅰ/0ループを便用

した｡

(3)端末装置には,フレキシブルな情

報処理が可能なパーソナルコンピュー

タを採用し,各部門での管理業務の機

械化に柔軟に対応可能とした｡

(日立製作所 電力事業部)

3次元レーザ計測装置

現在,機械部品の寸法測定には,触

針式の3i欠元測定機が用いられ,測定

の高精度化,省力化に威力を発揮して

いる｡

しかし,近年,機械部品やプレス成

形品などの3次元自由曲面をもつ部品

の形状を,非接触かつ高能率で測定し

たいというニーズが急速に高まってい

る｡これらのニーズに対応するため,

レーザ光を利月]した非接触式3j欠元レ

ーザ計測装置を開発した(区=)｡

■
プラ

図l 非接触式3次元レーザ計測装置

t.主な特長

(1) 2種類の計測モードを選択可能

本装置では,計測モードとして,(a)

自動ならい計測モード(入力された製品

の設計データに基づいて測定物をなら

い計測するモード),(b)自律的ならい計

測モード(形状が未知の物体に対する計

i則モードで,既測定点の測定データを

基に,次の測定点を予測しながら測定

を行なうモード)の2種類がある｡

(2)データ入力時間の省力化

制御用コンピュータには部分的な

CADソフトを搭載し,設計データ作成

の簡素化,入力時間のイ氏減を図ってい

る｡

(3)測定データの補正不要

複雑形状の物体でも,測定すべきポ

イントを正確に測定できるため,測定

後のプローブ径の補正などの作業が不

要である｡

(4)柔らかな物体をも計測可能

非接触レーザセンサを使用している

ので,柔らかな物体でもきずを付けず

表l 主な仕様

項 目 仕 様

機

構

構 造 門形

動 作 自 由 度

5(悪霊…さ浣諾諾)
動 作 範 囲 顧客要求仕様に合わせ製作

レ

l
ザ
セ

光 三原 赤外線レーザタイオード

物体との間の

基準距離
95mm,I80mm

計測可能1拉囲
基準距離を原点として

./

サ
±16mm

精 度 ±0.D16mm

:]

卜
[コ

l

制 御 軸 数 同時5軸

設 定 単 位 直線0.00lmm,回転0.001度

インタフェース RS232C

シ

ニス

フ【

ム

コ ンピュータ MC-68/5DO

制 御 方 式 CNC(コンピュータによる数値制御)
計 測 方 う去 非接触自動計則(手動計測も可)

総 合 精 度 ±8.lmm

に計測することができる｡

2.主な仕様

表1に非接触式3次元レーザ計測装

置の主な仕様を示す｡

(日立製作所 機電事業本部)
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VOS3日英翻訳支援システム"HICATS/uE”

近年,企業i舌動の国際化や国家間で

の情報交流の増加により,取扱説明書

など輸出入関連資料,特許文献など科

学技術資料に対する弓翻訳の需要が増大

してお-),人手翻訳が追いつかなくな

りつつある｡そこで,計算機による日

英翻訳支援システム"HICATS/JE''を

開発した｡

1.主な特長

(1)｢概念依存図式+に基づき,意味ト

ランスファによる高度な翻訳

概念依存図式:事物,動作,性質な

どの概念の意味的かかわF)(主体,対

象,手段など)を明らかにし,文の意味

を表現したもの｡

本方式の採用により,あいまいな日

本語を正確に解析するとともに,日本

語と英語の間の構文ギャップを吸収し,

英語らしい表現の訳文が得られる｡

(2)文種自動判定や翻訳単位の自動二選

択

多様な文種(平叙文,命令文,疑問文

など),文調(です,ます,である調な

ど)を自動判定するとともに,括弧や項

番,記号のまとめ処理などを自動的に

行なうため,翻訳前処王里が軽減される｡

(3)人間の高度な判断を上手に取り入

れるための支援機能

現二状の技術レベルでは,原文の前編

集及び訳文の後編集を行なうことによ

り,実用性が高まる｡

前編集支援として,原文のあいまい

な箇所に挿入する前編集記号,同一画

面でのJ京文訳文入力,校正,翻訳機能

などがある｡後編集支援として,

別解(複数の英文候補の表示選択),

多義(複数の訳語候補の表示選択),未

知語処理(辞書に末登王様な語は日本語

のままで訳文を生成)がある｡

(4)正確な翻訳を効率よく行なうため

の使い勝手グ)よいシステム

大量文書の一括翻訳,小量文書の対

話翻訳と対象に応じた運用形態が選べ

る｡また,メニュー方式による対話,

翻訳と入力校正が同一画面で可能であ

り,充実した辞書保守機能など,使い

勝手に配慮した｡

表l 主な仕様

項 目 内 容

運用基本

機 能

(l)データセットからの日本文入力

(2)未知語検出

(3)一括翻訳

(4)翻訳と校正

(5)文書の印刷

(6)データセットへのテキスト出力

(7)用語辞書保守

伯)文書ライフうり保守

(9)標準値登録

辞 書

基本用語辞書:5万語

科学技術専門用語辞書:Z5万語

+lS用語:4万語,

学術用語:川万語

その他:ll万語

稼動王買境 VOS3 TSS,パッチ

;主:略語説明 VOS3(ViれLほIstorageOperatingSystem3)

TSS(Tlme SharingSystem)

2.主な仕様

表1に主な仕様を示す｡

(三三警芸芸部情報事業本部コンビ)
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